
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

令和７年度 佐賀県教育センター プロジェクト研究（小学校国語科教育研究委員会） 

小学校国語科における「深い学び」の実現に向けた授業改善 

～児童が「言葉による見方・考え方」を働かせるために～ 

小学校 

国語科 

ポイント① 「言葉による見方・考え方」が意識的に働く言語活動の設定 

２ 「言葉による見方・考え方」を働かせるとは 

「言葉による見方・考え方」を働かせ、言葉で理解

したり表現したりしながら自分の思いや考えを広

げ深める学習活動を設けること。                                   

国語科における「深い学び」の鍵として、「言葉による見方・考え方」を働かせることが重要です。 

３ 「深い学び」の実現に向けた授業改善のポイント 
 

ポイント① 「言葉による見方・考え方」が意識的に働く言語活動の設定 

ポイント② 単元で働かせる「言葉による見方・考え方」の自覚化 

「言葉による見方・考え方」を働かせるとは、児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、

言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めることであると

考えられる。 「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 国語編」p.154 

１ 「深い学び」の実現のために 
 

 「深い学び」の実現に向けた授業改善の視点 

・知識を相互に関連付けてより深く理解している。 

・情報を精査して考えを形成している。 

・問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考

えを基に創造したりすることに向かっている。 

 

 

 

「深い学び」を実現した児童の姿 

 （例）第５学年「伝えたいことを明確にして、報告しよう」 

単元で取り上げる指導事項 

ア 目的や意図に応じて、感じたこ

とや考えたことなどから書くこ

とを選び、集めた材料を分類した

り関係付けたりして、伝えたいこ

とを明確にすることができる。 

言語活動 報告する文章を書く 

単元で取り上げる指導事項を確認

し、育成を目指す資質・能力を明確

にした上で、言語活動を考える。 

言語活動の中で働く 

「言葉による見方・考え方」 

・集めた情報を整理する 

・情報の関係性を捉える 

・伝えたいことを明確にする

ために構成を工夫する 

・読み手を意識して表現の仕

方を工夫する 

「言葉による見方・考え方」

を働かせている姿を具体的に

イメージする。 

言語活動：報告する文章を書く 

相手：４年生 

内容：ユニバーサルデザイン 

目的：学習の助けとなるような

文章を届ける 

言語活動の目的や相手を明確

にする。 

下線部に注目すると、児童が「言葉による見方・考え方を働かせる」ことは、「言葉への自覚

を高めること」と捉えることができそうです。 

 国語科は、様々な事物、経験、思い、考え等をどのように言葉で理解し、どのように言葉で表

現するか、という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉そのものを学習対象として

います。そのため、児童が言葉に着目し、言葉に対して自覚的になるようにすることが、国語科

において、育成を目指す資質・能力をよりよく身に付けることにつながります。 

言語活動 
総合的な学習の時間でユニバーサルデザインの学習に取り組んでいる４年生に、学習の助けと

なるように、ユニバーサルデザインについて報告する文章を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）単元で働かせる「言葉による見方・考え方」について見通しをもつことができるような学習課題を

設定する 

 

ポイント② 単元で働かせる「言葉による見方・考え方」の自覚化 

❶ 身に付けさせたい資質・能力 

❷ 目的意識や相手意識の明確化 

❸ 言語活動の内容 

 
４年生に分かりやすく伝えるため

に、どんな言葉を選んだらいいかな。 

 
４年生が気付かないような

情報を選んで伝えたいな。 

単元の導入において 

（例）「言葉による見方・考え方」の確認と活用を促すための振り返りの視点を示す 

本時のめあては、「集めた情報を整理して、報告する文章で伝えたいことを明確にしよう」

でした。振り返りでは、何ができたかだけではなく、どうやったらできたかを書きましょ

う。また、それを次の学習にどのように生かしていきたいかについても書きましょう。 

同じ言葉や似ている言葉に注目して

情報を分けて、見出しを付けたこと

で、伝えたいことを明確にすること

ができました。次の学習では、伝えた

いことが明確になるように、見出し

を工夫しながら、文章の構成を整え

たいです。 

見出しを付けて情報をまとめること

で、何を一番伝えたいのか明確にす

ることができました。次に情報を整

理するときは、同じ言葉や似ている

言葉、内容に注目してまとめること

で、伝えたいことを明確にしたいで

す。 

本時で働かせた「言葉による見方・考え方」 

を次時で生かそうとする児童の振り返り 

本時で働かせた「言葉による見方・考え方」 

をほかの単元で生かそうとする児童の振り返り 

振り返りにおいて 

「深い学び」の実現を図るには、児童が「言葉による見方・考え方」を働かせることが大切です。

そのために、目的や相手を明確にした言語活動を設定し、児童が言葉に着目し、言葉に対して自覚

的になるようにすることができるようにしましょう。また、単元の導入や振り返りでは、どのよう

な「言葉による見方・考え方」を働かせるかあるいは働かせたかについて自覚化できるように働き

かけましょう。 

学
習
課
題 

 

こ
の
単
元
で
は
、❶
伝
え
た
い
こ
と
を
明

確
に
し
た
り
、
書
き
表
し
方
を
工
夫
し

た
り
し
て
書
く
力
を
伸
ば
す
学
習
を
し

ま
す
。 

課
題
は
、❷
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
４
年
生
に
、
学
習
の
助
け

と
な
る
よ
う
に
、❸
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
報
告
す
る
文
章
を
届
け

る
こ
と
で
す
。 


